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研究成果の概要：看護系大学の統合カリキュラムにおける助産師教育の到達目標の構築を目的

に、カリキュラムや卒業生のキャリアデベロップメント、海外の同様な教育を行っている看護

系大学におけるカリキュラム及び卒業生のキャリアデベロップメントの調査を行って、分析し

た。その結果、統合カリキュラムによる教育の良さとともに教育方法の開発の必要性という課

題を明らかにでき、到達目標の構築という本研究の最終目標を達成することができた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

2007年度 5,700,000 1,710,000 7,410,000 

2006年度 5,300,000 1,590,000 6,890,000 

総 計 1,5400,000 4,620,000 20,200,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・基礎看護学 
キーワード：①統合カリキュラム ②助産師教育 ③到達目標 ④キャリア開発 ⑤能力期待 
 
１．研究開始当初の背景 
 助産師の育成を目的にした教育コースは、
現在大学院、専門職大学院、大学、短期大学、
専門学校と多様を極めている。その多様なコ
ースにおいて、分娩例数 10 例を資格要件と
する指定規則に照らして、能力をその要件の
みにて論議され、看護系大学の統合カリキュ
ラムにおける助産師教育の問題が指摘され
ている。しかし、それらの批判については必
ずしも科学的データによるものではない。ま
た、平成 15 年度の文部科学省の看護学在り
方検討会報告では、看護の学士課程において
は統合カリキュラムを前提とすることが明
らかにされた。 
 

２．研究の目的 
 本研究は、平成 17 年度の文部科学 基盤
研究（Ｃ）企画調査において準備調査を進め
てきた研究を基に、看護系大学の統合カリキ
ュラムによる助産師教育の到達目標を学生
の卒業後のキャリア開発を視野において、職
場適応との関連性に基づいて検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）看護系大学が急増した約 10年前までさ 
かのぼり、統合カリキュラムにより教育を受
けた学生の卒業後のキャリア開発の過程を
各自が受けた教育目標・内容や卒業後の職場
における環境要件や個人的要件などによっ
て分析する。 
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（2）助産師教育関係者及び卒後の学生を引 
き受ける現場の指導者の助産師学生に対し
て期待する能力を明らかにし、能力期待につ
いての両者の認識の特性を背景と共に分析
する。 
（3）上記（1）と（2）の結果の分析を基に、
看護系大学の統合カリキュラムにおける助
産師教育の到達目標を構築する。 
 
４．研究成果 
（1）看護系大学における統合カリキュラム
の教育について； 
 教育班では、看護系大学の統合カリキュラ
ムにおける助産師教育において、卒業生を出
している大学の助産師教育のカリキュラム
や教員の教育に関する課題やその対策を主
とする意識、さらに教育方法やその創意工夫
などの実施状況などについて授業要項など
の資料の分析、教員への面接調査及び質問紙
調査を実施した。 
 看護系大学において統合カリキュラムで
助産師教育を行っている教員は、その教育上
の問題を教員及び学生の多忙さ、教育時間の
不足などを主としてあげていた。その背景に
は、助産師学生が卒業までに分娩を 10 例取
り扱うことという指定規則の規定の遵守の
ために、実習施設及び実習期間の確保の困難
さ、そのことに向けた分娩介助技術教育に関
する苦労、カリキュラム構築上の問題点など
があることも明らかになった。カリキュラム
上の問題点としては、大学全体のカリキュラ
ムの構築時に統合されていないで、大学 3年
目或いは 4年目に短期間で助産師教育カリキ
ュラムが組み込まれていたり、過剰な科目数
や単位数を組み込んでいたりしていること
が認められた。そのような背景の中で、統合
教育の長所を見失ってしまっている教員も
ある一方で、統合カリキュラムの長所として、
看護学部や看護学科の教員全員で教育して
いることの安心感、ケアの利用者への全体的
なケア能力の高さ、等を認識して、問題点の
克服への意欲を持って教育に臨んでいる教
員も存在していることを知ることとなった。 
少子社会に於いて、助産師教育基礎教育の学
生１人あたり 10 例の分娩を取り扱わなけれ
ばならないという規定があることで、その確
保のために、実習期間を所定単位よりも長く
するか、実習病院数を多くするか、大学より
も遠方の他の病院を実習病院として確保せ
ざるを得ない実情が教員の実習病院の確保
困難、教員の多忙さ、教員不足などの問題点
へと発展している実感があることが伺えた。 
（2）卒業生のキャリア開発に関する研究 
先ず、キャリア発達及びキャリア開発に関

する文献検討からはじめ、看護系大学で助産
師教育を受けた卒業生を対象に半構成的面
接法を行って、卒業生のキャリア発達の特性

を明らかにした。その特性は、自己評価の適
切性、寄り添うケア、クリィティカルシンキ
ング能力、自己開発能力、キャリア発達の柔
軟性などが認められた。また、大学の統合カ
リキュラムにおける助産師教育の卒業生の
キャリア発達と比較するために、1 年課程を
卒業した助産師を対象にした半構成的面接
法を行った結果では、経験歴に比例しない未
熟感、自然分娩へのこだわり、キャリアデザ
インの不透明さなどの特性が認められた。助
産師を受け入れている管理者を対象にした
面接結果からは、主として新人教育における
管理者としての方針として、将来伸びること
を期待するや、個々の成長に合わせて育成し
たいなどが語られた。その中で、大学卒業の
助産師の技術の不慣れや意欲のなさが気に
なるとの発言もあった。 
 ２年間の質的研究の成果を基に、助産師の
キャリア発達に関する量的研究を行ったと
ころ、大学と 1年間の大学以外の教育機関卒
業生間に大きな差は認められなかったが、助
産師のキャリア発達に関する課題が認めら
れた。助産師としての未熟感が経験年数の豊
富な助産師にも認められ、自己肯定感が低い
こと、状況把握力の発達への課題、分娩経過
の正常経過からの逸脱への判断力を強化す
る事への課題などが認められた。 
（3）海外カリキュラム調査結果からの示唆 
 1 年目には、日本と同様に、大学で看護師
と助産師の教育を行っている南アフリカ、オ
ーストラリア、タイ王国における大学のカリ
キュラムに関連した資料を取り寄せて分析
した。その結果、日本と類似なシステムで教
育をしていて、研究協力の得られたタイのマ
ハサラカーム大学から詳細な資料を取り寄
せて分析し、2年目の終りに調査に出かけた。 
 訪問先の大学では、日本と同様に助産師教
育を統合カリキュラムで行っているが、我が
国の統合カリキュラムにおける助産師教育
が一部の学生の選択制であるのに対して、学
生全員の必修性になっていることである。こ
れを可能にしているのには、在学中における
学生一人あたりの分娩取扱例数が 10 例を目
標にしてあるが、日本に比してその規定に対
する拘束力は強くはないこと、年間の分娩例
数が多いという事が考えられる。 
 調査に於いて、我が国の参考になると思わ
れることはその教育方法である。助産師教育
の関連する講義科目に母性看護学関連科目
も含めて、授業（講義、演習や実習）を 4年
間に分散させて、3 段階に分けて授業を行っ
て、講義と演習や実習を併行させている。 
（4）到達目標の構築 
 過去 3年間の研究実績から本研究の最終目
的である到達目標の構築を行った。その構築
に当たっては、看護教育の在り方に関する検
討会の報告書「看護実践能力育成の充実に向



けた大学卒業時の到達目標」（平成 16年 3月）
に記載されている「卒業時到達目標とした看
護実践能力の構成と卒業時到達度」における
Ⅰ～Ⅴ群の各群を枠組みとして検討し、各群
の区分を次の様に置き換えた。Ⅰ群：ヒュー
マンケアの基本に関する実践能力；マタニテ
ィーサイクルにおけるヒューマンケアの基
本に関する実践能力、Ⅱ群：看護の計画的な
展開能力；助産診断の実施と計画的なケアの
展開能力、Ⅲ群：特定の健康問題を持つ人へ
の実践能力；リプロダクティブ・ヘルスに関
する健康問題を持つ人への看護実践能力、Ⅳ
群：ケア環境とチーム体制整備能力；周産期
の母子保健医療チームの体制整備能力、Ⅴ
群：実践の中で研鑽する基本能力；リロプロ
ダクティブ・ヘルス・ライツに関連する実践
する中での研鑽する基本能力 
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